
１．日時　：　平成２３年８月３日（水）　1４:００～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授　　
部会員　　清水　正喜　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成23年5月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全３０件
①技術提案の審査（入札前審査）・・・全１５件
　 ・標準型・・・　　　　　１件
　 ・簡易型・・・　　　　１４件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 9 － - － 9
維持修繕 － － 1 － － － 1
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 － － 2 － － － 2
通信設備 － － 1 － － － 1
建築 － － 1 － － － 1

計 0 0 14 0 0 0 14

②評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全１５件
　 ・標準型・・・　　 　 　１件
　 ・簡易型・・・　　　　１４件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 5 － － － 5
維持修繕 － － 1 － － － 1
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 － － 1 － － － 1
法面処理 － － 1 － － － 1
機械設備 1 － 2 － － － 3
塗装 － － 2 － － － 2
通信設備 － － 1 － － － 1

計 1 0 13 0 0 0 14

加算点の合計

計

備考

計 備考

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第５７回）開催結果の概要

加算点の合計
工種 計

加算点の合計
備考

備考

工種

工種 計

工種
加算点の合計



　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・１６件

　　①簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・　４件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ４件

　　②一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　０件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・４件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ３件

　　⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　８件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　０件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり



平成２３年８月３日　第５７回鳥取県部会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

1 鳥取
道
路 鳥取西道路金沢高架橋下部工事 一般土木 Ｃ

張出式橋脚　N=2基
　（P3：H=7.5ｍ　P4：H=7.8
ｍ）
場所打ち杭
　（φ1,500　L=19.0ｍ）
N=11本
　（φ1,500　L=20.5ｍ）N=
6本
仮設工　一式

下部工コンクリート構造物の塩
害・中性化等の劣化を防ぎ、コ
ンクリートの耐久性及び構造物
の安全性の向上を図るために、
下部工コンクリートの緻密性等
の向上が重要である。

6月 82.0 15 15
下部工コンクリート構
造物の品質・耐久性
向上の対策

25 6 1 3 1 4 3 1 1 2 1 1 1 1 1 7月29日

⑦地域精通度・地域貢献度④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

加
算
点
の
合
計

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

オ）

②企業の施工能力技術提案、施工計画 ③配置予定技術者の施工能力 ⑥
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

ラ
ン
ク

工事の特性

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

開
札
予
定
日

施工体制

1 2
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

高
齢
者
の
雇
用
人
数

配
置
予
定
技
術
者
の
近
隣
地
域
に
お
け
る

施
工
実
績

地
元
一
次
下
請
の
活
用
率

1 鳥取
道
路 鳥取西道路松原第２改良工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

工事延長　L=約300ｍ
   函渠工　N=2基
   １号場所打ち函渠工（B 2400
×H3000　L=52.0ｍ）
   ２号場所打ち函渠工（B10000
×H3600　L=32.3ｍ）
   側溝工　1式、管渠工　1式
　 集水桝・マンホール　1式
   仮設工　1式、工事用道路盛
土　1式
　　路盤工　1式、水路切り廻し
1式

場所打ち函渠ょ施工するにあたり、コン
クリートの耐久性の確保が重要であ
る。

6月 64.0 15 15 10
場所打ち函渠の本
体コンクリートの施
工管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 7月29日

2 鳥取
道
路

鳥取西道路松原地区外伐採工
事

維持修繕 -

工事延長　L=約670ｍ
   伐採工（伐木・除根・集積・
積込）　A=約60,600m2
   伐採工処理工（運搬）　V=
約 1,000m3
   処分　V=約 1,000m3

当該工事の現場状況は、傾斜地で樹
木は密に生えており、伐採作業時の作
業員の安全管理が重要である。

6月 64.0 15 15 10
樹木伐採時の作業
員の安全管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月9日

3 倉吉
道
路 中山名和道路八重中改良工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

掘削Ｖ＝５，０００ｍ３
盛土Ｖ＝３，０００ｍ３
函渠Ｎ＝１基
石・ブロック積工　１式
舗装工　１式
排水構造物工　１式

本工事における現場打ち函渠は内空
断面が9.6m×5.7mと比較的大きい断面
を有しているため、函渠工コンクリート
の品質・耐久性を向上させるためには、
運搬、打設、養生に関する施工計画が
重要となる。

6月 64.0 15 15 10
現場打函渠の本体
コンクリートの施工
管理について

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月1日

4 倉吉
道
路 中山名和道路八重東改良工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

掘削Ｖ＝２５，０００ｍ３
盛土Ｖ＝３５，０００ｍ３
函渠Ｎ＝１基
アーチカルバートN=１基
石・ブロック積工　１式
擁壁工　１式
排水構造物工　１式

本工事で施工する１号函渠については
縦断勾配が5.29％となっており、適切な
出来形管理を行うことが重要となる。

6月 64.0 15 15 10
現場打函渠の本体
コンクリートの出来
形管理について

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月3日

5 倉吉
道
路 中山名和道路下市中改良工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

盛土Ｖ＝６５，０００ｍ３
函渠Ｎ＝２基
舗装工　１式
擁壁工　１式
道路付属物工　１式
排水構造物工　１式

本工事で施工する２号函渠付近の盛土
に関しては高さ10m以上あり、２号函渠
及び盛土の施工について配慮すべき事
項について求める。

6月 64.0 15 15 10
２号函渠及び盛土
にかかる施工上配
慮すべき事項

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月5日

6 殿ダム
河
川

殿ダム神護地区外付替工事
【再公告】

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

道路土工　１式
法面工　１式
軽量盛土工　1,500m3
補強土壁工　600m2
排水構造物工　１式
防護柵工　１式
仮設工　１式

殿ダム付替市道神護殿線等における
道路改良工事である。急峻な場所での
軽量盛土における施工管理が重要で
ある。

5月 64.0 15 15 10
軽量盛土における
施工管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 7月6日

7 殿ダム
河
川 殿ダム中河原地区防災工事 一般土木 Ｄ

落石雪害防止工　1式
舗装工　1式
排水構造物　1式

殿ダム堤体下流のゲート室及び市道松
尾中河原線の落石対策工事である。落
石防止工施工時の安全対策が重要で
ある。

6月 64.0 15 15 10
落石防護工施工時
における安全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 7月11日

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

オ）

①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制 ⑥地域精通度・地域貢献度

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

高
齢
者
の
雇
用
人
数

配
置
予
定
技
術
者
の
近
隣
地
域
に
お
け
る

施
工
実
績

地
元
一
次
下
請
の
活
用
率

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

オ）

①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制 ⑥地域精通度・地域貢献度③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分

8 殿ダム
河
川 殿ダム吉野土捨場整備工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

管理用道路舗装　1式
防護柵工　1式
調整池工　1式

殿ダム吉野土捨場における管理用道
路舗装及び防護柵工、調整池の整備を
行うものである。調整池は盛土上に整
備するものであり、確実な遮水性が重
要である。

6月 64.0 15 15 10
コンクリートの品質
管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月1日

9 殿ダム
河
川 殿ダム資材置き場整備工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

道路土工　1式
排水構造物工　1式
法面工　1式
舗装工　1式
防護柵工　1式

殿ダム堤体下流における基盤整備及
び排水構造物工事である。

6月 64.0 15 15 10
排水構造物の出来
形管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月1日

10 殿ダム
河
川 殿ダム原石山整備他工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

道路土工　1式
法面工　1式
舗装工　1式
排水構造物工　1式
防護柵工　1式

殿ダム原石山における排水工ならびに
主要地方道鳥取国府岩美線に接続す
る管理用道路を整備する工事である。
原石山跡地は盛土形状（残土処理場）
となっており確実な排水工の施工が重
要である。

7月 64.0 15 15 10
盛土部における排
水構造物の出来形
管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月3日

11 殿ダム
河
川 殿ダム楠城山崎線外舗装工事

アスファルト
舗装

Ｂ
舗装工　１式
区画線工　１式
道路付属施設工　１式

殿ダム付替市道、楠城山崎線及び神護
殿線等の舗装工事である。アスファルト
合材の温度管理が重要である。

5月 68.0 15 15 10
アスファルト合材の
温度管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 3 7月13日

12 殿ダム
河
川

殿ダム吉野工事用道路他舗装
修繕工事

アスファルト
舗装

Ｂ

舗装打換え工　1式
切削オーバーレイ　1式
オーバーレイ工　1式
区画線工　1式

殿ダム吉野工事用道路の舗装修繕工
事であり、県道及び市道が隣接するた
め施工時の安全管理が重要である。

7月 65.0 15 15 10
舗装作業時におけ
る第3者への安全
対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 8月10日

13 殿ダム
河
川 殿ダム光ケーブル工事 通信設備 －

光ケーブル敷設　L=1km
光ケーブル撤去　L=10km
情報提供装置撤去　1式

本工事は、光ケーブルの敷設・撤去を
行う工事であり、施工時には光ケーブ
ルを利用している各種ネットワークシス
テムの運用停止を伴う切替作業が必要
となる。

7月 64.0 15 15 10
光ケーブルの効率
的な切替作業

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 8月3日

14 殿ダム
河
川 殿ダム艇庫新築工事 建築 Ｄ

1.艇庫：S-1　延べ面積
161.20m2　新築　1棟
2.外構：新設　1式
3.電気設備：新設　1式
4.機械設備：新設　1式

本工事は、殿ダム艇庫の新築工事であ
り、高度な技術提案を要する工事では
ないが鉄骨工事の現場施工において
技術的な工夫の余地がある工事と考え
る。

7月 66.0 15 15 10
鉄骨工事の工事現
場における施工管
理

1 6 3 1 1 2 4 2 1 1 1 1 1 1 8月3日



  平成２３年８月３日　第５７回鳥取県部会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

        

1 鳥取
道
路

駟馳山バイパス塩見川橋第２下
部工事

一般土木 Ｃ

本工事は、鳥取市福部
町細川地内における駟
馳山バイパスの塩見川
橋下部工事である。

逆Ｔ式橋台　１基
壁式橋脚　　１基
仮設工　　 　１式

下部工コンクリート構造物の塩
害・中性化等の劣化を防ぎ、耐
久性及び構造物の安全性の向
上を図ることが重要である。

下部工コンクリート構
造物の品質・耐久性
向上

公
告
予
定
日

オ）

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

⑦地域精通度・地域貢献度⑥
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

工事の特性

加
算
点
の
合
計

ラ
ン
ク

工事概要

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力施工体制 技術提案、施工計画

1 2 3
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

1 鳥取
道
路

鳥取西道路下坂本地区改良工
事

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

地盤改良　１，０００ｍ２
地盤改良工事において均一な改良強度を構築す
るためには、改良体の品質確保が必要である。

改良体の品質確保

2 鳥取
道
路

鳥取西道路下坂本地区第２改
良工事

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

地盤改良　１，０００ｍ２
地盤改良工事において均一な改良強度を構築す
るためには、改良体の品質確保が必要である。

改良体の品質確保

3 鳥取
道
路

鳥取道智頭地区外災害復旧工
事

法面処理 －

鳥取県八頭郡智頭町市
瀬地内及び鳥取市下味
野地内において発生した
災害箇所の復旧工事

災害復旧として地滑り対策を実施する工事であ
り、アンカー工（グランドアンカー）の施工時の品質
確保が重要である。

智頭地区におけるアン
カー工の品質管理

4 鳥取
河
川 湯所川排水機場補修外工事 機械設備 －

本工事は、湯所川排水
機場の操作制御設備外
を更新する工事である。

本工事の施工現場周辺は住宅密集地であり周辺
道路も狭いことから周辺地域への環境対策が重
要となる工事である。

工事期間中における周辺
地区への環境対策

5 鳥取
河
川 千代川樋門修繕工事 機械設備 －

鳥取河川国道事務所管
内の樋門の修繕
　扉体塗替　　６樋門

現地での塗替作業となるため塗装時の品質管理
が重要となる工事である。

塗替塗装についての品質
管理

6 鳥取
道
路 国道９号摩尼川橋外塗替工事 塗装 －

１）摩尼川橋
　・橋梁塗替工　4,330㎡
　・足場工　　　　1,390㎡
２）本庄橋
　・橋梁塗替工　1,690㎡
　・足場工　　　　　650㎡
３）京橋
　・橋梁塗替工　2,180㎡

塗替を行う現場が複数あるので現場間の調整、
工程管理等が必要である。
同一現場内に橋梁補修工事等複数の業者での作
業となるため、複数業者による工程管理が必要で
ある。

ケレン屑及び塗料の飛散・
落下防止対策

7 鳥取
道
路 国道３７３号山郷橋塗替工事 塗装 －

１）山郷橋
　・橋梁塗替工　6,800㎡

同一現場内に橋梁補修工事等複数の業者での作
業となるため、複数業者による工程管理が必要で
ある。

ケレン屑及び塗料の飛散・
落下防止対策

8 鳥取
道
路 国道９号消雪管路工事 一般土木 Ｃ

送水管　Ｌ＝1,000ｍ
散水管　Ｌ＝　750m
取水工　　　　　 １式
水はね対策工　１式

同一現場内に機械設備工事等複数の業者での作
業となるため、複数業者による工程管理が必要で
ある。

国道9号の中央分離帯部
を施工する際の通行車両
への安全対策

9 鳥取
道
路 国道９号消雪機械設備工事 機械設備 －

ｽﾄﾚｰﾅｼｽﾃﾑﾕﾆｯﾄ　１式
場内配管　　　　　　１式
電気設備　　　　　　１式

同一現場内に管路工事等複数の業者での作業と
なるため、複数業者による工程管理が必要であ
る。

機械単体品（ﾎﾟﾝﾌﾟ設備、
制御盤等）運搬時に配慮
すべき事項に関する対策

10 鳥取
道
路 国道５３号田園町外舗装工事

アスファルト舗
装

B

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
（切削、ｵｰﾊﾞｰﾚｲ）
Ｌ＝１，０００ｍ
Ａ＝８，０００m2

本工事は、国道５３号材木町～田園町地内の切
削、オーバーレイを行うものである。

一般交通に対する安全対
策

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

11 倉吉
河
川 天神川秋喜整備工事 一般土木 Ｄ

盛土工Ｖ＝１２，０００m3
排水工Ｎ＝１式
備蓄資材整備　Ｎ＝1式

本工事は、天神川防災拠点の盛土等の基盤整備
工事である。盛土施工においては、供用後の地盤
沈下を防止する配慮事項として、盛土の品質管理
が重要である。

盛土の品質管理

12 倉吉
河
川 小鴨川河床整備工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

掘削工Ｖ＝５０，０００m3
残土処理工　　Ｎ＝１式

本工事は、小鴨川における河床掘削工事であり、
工事による汚濁水が河川に流れ込むと漁業に影
響が出ることから、濁水対策が重要となってくる。

河川への水質汚濁防止対
策

13 倉吉
道
路 石井垣用地管理工事 維持修繕 －

道路土工　一式
除草工　一式
排水構造物　一式
用地整備工一式

中山名和道路事業用地内（大山町八重～下市地
内）における用途管理作業である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい作業である。

除草作業時の第三者への
安全対策

14 倉吉
砂
防

天神川水系流砂量観測設備工
事

通信設備 －
流砂量観測機器設置
２箇所

本工事は、天神川流域において流砂量観測機器
を設置するものであり、現地の据付・調整が重要
となる。

観測機器の据付・調整
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取河川国道事務所管内歩道
設計他業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサルタン
ト業務

歩道詳細設計　一式
電線共同溝設計　一式

８月上旬
減
点

2 倉吉
倉吉管内構造物点検業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサルタン
ト業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内にお
いて一般構造物の点検を行うものであ
る。

８月上旬
減
点

3 日野川
日野川管内電気通信設備設計
業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサルタン
ト業務

本業務は、日野川河川事務所管内に整
備する電気通信設備の設計を行う業務で
ある。

８月上旬
減
点

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

C
P
D

保
有
資
格

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

業
務
成
績

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

専
門
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

公
示

（
月

）

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力 実施方針・フロー・工程表等

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

合
 
 

計

業
務
量
把
握

業
務
成
績

表
彰
経
験

合
 
 

計

落札者を決定するための評価項目

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

予定技術者の経験・能力



<用地業務>

資
格
要
件

専
門
技
術
力

管
理
技
術
力

情
報
収
集
力

組
織
構
成
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

専
任
性

資
格
要
件

専
門
技
術
力

専
任
制

4 倉吉
吉田砂防堰堤用地調査等業務
価格点と技術点の比率　１：１

補償関係
コンサルタント業務

用地測量　約5万㎡
用地調査　立竹木調査算定　1式
　　　　　　　工作物調査算定　1式
　　　　　　　動産調査算定　　1式

8月
下旬

減
点

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
性

技
術
者
資
格

業
務
実
施
体
制

専
門
執
行
技
術
力

専
任
制

合
 
 

計

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

技
術
部
門
登
録

成
果
の
確
実
性

迅
速
性

地
域
精
通
度

優
秀
な
技
術
者
の
存
在

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

参加表明者の経験及び能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者
の経験・能力

合
 
 

計

予定主任担当者
の経験・能力

実施方針

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要
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<用地業務>

資
格
要
件

管
理
技
術
力

情
報
収
集
力

組
織
構
成
力

資
格
要
件

専
任
制

専
任
制

そ
の
他

手
持
ち
業
務

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画

の
妥
当
性

妥
当
性
・
的
確
性

独
創
性
・
実
現
性

妥
当
性
・
的
確
性

独
創
性
・
実
現
性

有
益
な
代
替
案

、
重
要
事
項
の
指
摘

的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
鳥取西道路事業認定申請図書作
成等補助業務
価格点と技術点の比率　１：２

補償関係コンサルタ
ント業務

事業認定申請図書等の作成（相談用資
料） 区間延長　約16km
   現地踏査　１業務
   現地調査等  １業務
　 資料の収集及び作成  １業務
   調書等の作成   １業務
   添付図面の作成  ９種類

土地収用法第4条地及び法令制限地調査
において、該当事業（施設）、管理者及び
数量等の把握の確実性且つ効率的な調査
方法について

7月27日 12.0 17.0 17.0 - 12.0 7.0
減
点

10.0 15.0 - 5.0 5.0

数
値
化
し
な
い

100 5.0 8.0 - - 5.0 5.0 - - - - - 3.0 3.0 2.0 - - - - - - - - - - 2.0 - 14.0 13.0 - - 60

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

評
価
テ
ー
マ

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

開
札
日

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

参加表明者の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定主任担当者の経験・能力

業
務
実
施
体
制

合
 
 

計

予定主任担当者の経験・能力

合
 
 

計

専
門
技
術
力

専
門
技
術
力

予定主任担当者の経験・能力 予定担当者の経験・能力 書面及びヒアリング 評価テーマに対する技術提案

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

手
持
ち
業
務

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
成
績

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

迅
速
性

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

表
彰
経
験

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
理
解
度

実
施
手
順

業
務
内
容
の
理
解
度

従テーマの提
案内容

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

テーマ１の
提案内容

テーマ２の
提案内容

実
施
方
針
の
妥
当
性

提
案
内
容
の
妥
当
性
・
的
確
性

提
案
内
容
の
独
創
性
・
的
確
性

業
務
内
容
の
理
解
度

実
施
方
針
の
妥
当
性

主テーマの提
案内容
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取西道路電気通信設備詳細
設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサ
ルタント業務

トンネル受変電設備　１箇所
　トンネル防災設備　１箇所
　トンネル照明設備　１箇所
　道路照明施設　１式
　配電線路（電気・通信・光）　１式
　ＣＣＴＶ設備　１式
　気象観測設備　１式

7月1日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

2 鳥取
駟馳山バイパス細川地区外測
量設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサ
ルタント業務

測量
  ４級基準点測量　Ｎ＝５点
  路線測量（縦断・横断）　Ｌ＝０．５km
  用地測量　１式（Ａ＝６，０００m2）
設計
  道路予備修正設計(B)
  一般構造物詳細設計（函渠工）　　N=４箇所
  一般構造物詳細設計（擁壁工）　　N=２箇所
  仮設構造物詳細設計（土留工）　　N=２箇所
  取付道路　L=２００ｍ

7月8日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

3 殿ダム
殿ダム付替道路測量設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサ
ルタント業務

道路台帳作成　１式
道路詳細設計　0.5km
補強土設計　１式
情報室整備設計　１式

7月25日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

開
札
日

落札者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

合
 
 

計

実施方針・フロー・工程表等

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

予定技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

C
P
D

保
有
資
格

合
 
 

計

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
量
把
握

業
務
成
績

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

保
有
資
格

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

業
務
成
績
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事故等
成績・
表彰等

専任制

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整

合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網

羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整

合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網

羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
鳥取都市圏道路網検討
業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、鳥取都市圏の道路網の
課題とその原因、地域ニーズを把
握し、道路（鳥取豊岡宮津自動車
道）の比較ルート検討を行う

事業の目的（政策目標）を
明確にするための指標づく
り（地域特有の課題とその
指標づくりについて）

6月30日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

2 鳥取
千代川流域ソフト対策検
討業

土木関係建設コンサ
ルタント業務

千代川流域では「気候変動にともなう防
災・減災を考える会（千代川流域圏会
議・分科会）」（以降「分科会」）を設立
し、水災害に対する「犠牲者ゼロ」に向
けたソフト的な適応策に取り組んでい
る。本業務は、今後、千代川で実施して
いく有効な適応策の検討を行うととも
に、分科会の運営補助を実施するもの
である

千代川流域の地域特性を
踏まえたソフト的な適応策
を実施する際の留意点につ
いて

7月1日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

3 鳥取
千代川事業評価等検討
業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、千代川の河川整備計画
事業の現状の進捗状況等を踏ま
え、段階的な費用対効果を考慮し
た短期的な整備効果について検討
を行うものである

河川整備計画事業の事業
内容の短期的な評価を行う
際の留意点について

7月1日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

4 鳥取
千代川低水管理計画検
討外業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、一級河川千代川水系の低
水管理の一環として、渇水時における
各水源施設の有効かつ効率的な運用
計画を検討し、低水管理システムの構
築を行うとともに、渇水時行動計画を作
成するものである。また、直轄管理に係
る樋門等の適正操作を行うため、殿ダ
ムの洪水調節を考慮した操作要領見直
しの基礎資料を作成するものである

渇水時における取水制限
基準を設定する際の留意
事項について

7月1日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

5 鳥取 鳥取工事計画検討業務
土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、改築事業、交安事業及び電
線共同溝事業の円滑な実施を目的とし
て、既存のPM工程をもとに、鳥取西道
路(L=19.3km)、駟馳山バイパス
（L=7.7km）、溝川交差点改良（L=120
ｍ）、徳丸歩道(L=170m)、山根歩道
(L=240m)、田園町電線共同溝(L=620m)
における今後の設計、関係機関協議、
地元協議、用地買収、環境アセスメント
による保全措置、文化財調査、進入路
を考慮した工事展開及び、様々な懸案
事項の整理と対応の実施時期等を踏ま
えた改良版PM工程表、調整事項平面
図、土工配分計画、工事発注計画等の
作成を行うものである

供用時期を考慮した事業執
行管理を行うための留意事
項について

7月1日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

6 鳥取
鳥取自動車道休憩施設
等案内検討業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

昨年度、鳥取自動車道における「休憩
施設等への案内標識」及び「休憩施設
案内マップ」等について検討を行ってい
る。今年度、試行的に休憩施設への案
内標識の設置及び休憩施設案内マップ
の配布を実施することとしている。また、
鳥取自動車道沿線地域が連携して、観
光資源を活かした地域活性化の取り組
み（「因幡街道まちづくり交流会議」の勉
強会の開催や「旅籠構想」）が始まって
いるところである。本業務は、今年度実
施する試行について、道路利用者への
アンケート調査を実施し、アンケート結
果のとりまとめを行い、本格実施に向け
た休憩施設案内標識の図面作成等を
行うほか、沿線地域の行う地域活性化
の活動との連携について検討を行うも
のである

鳥取自動車道を活かした沿
線観光施設等への総合的
な誘導方法の検討方針に
ついて

7月29日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

7 鳥取
鳥取管内整備効果検討
業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内
の各道路事業(鳥取自動車道（志戸坂
峠道路含む）、鳥取西道路、駟馳山
BP、鳥取大橋東詰交差点、国体道路交
差点、南隈交差点改良)の評価指標の
設定、整備効果等を分析・検討し、取り
まとめを行う業務である。また、管内に
おいて事業中又は整備済みの事業の
他に残る課題となる箇所を整理し、今後
の道路整備の必要性を検討し、とりまと
める

鳥取西道路、駟馳山ＢＰの
整備効果を把握するために
必要な評価指標とデータ項
目について

7月29日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

8 殿ダム
殿ダム本体耐震解析業
務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、「大規模地震に対するダ
ム耐震性能照査指針（案）」に基づ
き、殿ダムに対する想定地震の調
査を行うとともに、別途実施される
業務により設定される物性値及び
解析条件を基に耐震解析を行うも
のである

フィルダム堤体の耐震計
算・解析における留意事項
とその対応方針について

8月4日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 - - - -
数値化
しない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

テーマ１の提案内容 テーマ２の提案内容

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
理
解
度

実
施
手
順

資格・実績 成績・表彰 資格・実績

表
彰
経
験

技術提案書を特定するための評価項目

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

実施
体制

合
 
 

計

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

実施方針・実施フロー・工程等 業務計画の適切性

合
 
 

計

★　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

特
定
日

表
彰
経
験

専任制

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

業
務
成
績

企業の経験・能力

資格・実績

直
接
的
な
雇
用

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

保
有
資
格

技術提案書提出者を決定するための評価項目

資格・実績等

業
務
成
績

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

再
委
託
の
確
認

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

地
域
精
通
度

保
有
資
格

Ｃ
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指

摘
事
項

）

整
合
性

地
域
精
通
度

業
務
成
績
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